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農
業
経
営
塾
２
０
２
０

ｰ

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会ｰ
第２回

ＪＡについての説明

乳価についての説明

　

９
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お

い
て
、
６
名
の
受
講
生
が
出
席
の

下
、
第
２
回
農
業
経
営
塾
を
行
っ

た
。

　

午
前
の
部
は
、
企
画
管
理
課
の

池
浦
課
長
を
講
師
に
「
Ｊ
Ａ
と
組

合
員
の
関
係
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
義
を
行
っ
た
。

　

講
義
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
規
約
を
確

認
し
な
が
ら
正
組
合
員
の
要
件
や

協
同
組
合
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認

し
た
。
農
協
運
営
の
話
で
は
、
准

組
合
員
に
は
与
え
ら
れ
な
い
権
利

の
あ
る
共
益
権
に
つ
い
て
説
明
し
、

正
組
合
員
に
な
る
重
要
性
を
説
明

し
た
。

　

午
後
の
部
は
酪
農
振
興
課
山
田

課
長
、
前
田
祐
吾
氏
、
畜
産
販
売

課
小
坂
和
輝
氏
を
講
師
に
「
乳
質
・

乳
価
等
の
仕
組
、
畜
産
物
制
度
・

酪
畜
各
種
事
業
説
明
」
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
っ
た
。

　

地
域
と
し
て
高
品
質
乳
の
出
荷

を
目
的
に
行
っ
て
い
る
乳
質
改
善

事
業
の
仕
組
み
や
指
定
団
体
制
度

の
歴
史
、
乳
代
の
仕
組
み
つ
い
て

の
説
明
と
併
せ
、
畜
産
物
制
度
と

各
種
事
業
説
明
を
行
っ
た
。

　

次
回
は
11
月
上
旬
に
「
組
勘
取

引
・
農
協
取
引
の
締
結
と
意
味
」

と
「
営
農
計
画
書
を
作
成
し
よ
う
！

（
農
産
部
門
）」
を
行
う
予
定
。

「
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
関
係
・
乳
質
、

 

乳
価
等
の
仕
組
、
畜
産
物
制
度
、
酪
畜
各
種
事
業
説
明
」

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
で
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
９

月
６
日
を
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道　

防
災
の
日
」

と
定
め
る
中
、
防
災
意
識
の
徹
底
を
図
る
た
め
９
月

２
日
～
８
日
の
う
ち
３
日
間
、
職
員
を
対
象
と
し
た

災
害
対
策
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
を
と
か
ち
広
域
消
防
局
大
樹

消
防
署
で
行
っ
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
で
心
肺
蘇
生
法
な

ど
を
学
ん
だ
後
、
実
技
訓
練
用
の
人
形
を
使
っ
て
訓

練
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
体
験
し
た
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
や
操
作
手
順
が
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
流
れ
る
た
め
初
め
て
で
も
安
心
し
て
使
用
可
能
。

研
修
で
は
、
意
識
や
呼
吸
の
な
い
方
を
発
見
し
た
際
、

行
動
す
る
勇
気
と
呼
吸
が
な
い
場
合
の
胸
骨
圧
迫
（
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
大
事
な
こ
と
を
研
修
か
ら
学
ん

だ
。

　

生
産
者
の
皆
様
に
も
自
家
発
電
機
の
自
己
点
検
な

ど
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
、
防
災
意
識
を
再
確
認
す

る
時
期
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

馬
鈴
し
ょ
収
穫

　

馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
作
業

が
昨
年
よ
り
１
日
遅
い
８

月
18
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
作
付
面
積

は
、
生
食
・
加
工
・
澱
原

で
１
３
５
・
84　
ha
と
な
っ

て
お
り
、
種
子
馬
鈴
し
ょ

は
採
種
20
品
種
91
・
34　

ha
、
原
種
23
品
種
23
・
36

　
ha
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
全
般
的
に
大
粒

傾
向
で
播
種
後
の
旱
魃
が

影
響
し
塊
茎
数
も
少
な
く
、

一
部
品
種
で
は
塊
茎
腐
敗

が
多
発
し
て
い
る
。
種
子

馬
鈴
し
ょ
に
至
っ
て
は
計

画
の
製
品
数
量
を
大
き
く

下
回
る
見
込
み
。
例
年
通

り
本
州
販
売
先
に
向
け
た

種
子
馬
鈴
し
ょ
の
撰
果
作

業
は
、
10
月
上
旬
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る

が
、
大
粒
比
率
の
高
い
本

年
産
は
選
別
に
苦
慮
す
る

事
が
想
定
さ
れ
る
。

作業風景コンテナいっぱいキタアカリ
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表彰式

グリーンにて

プレー開始

女性の部上位３名　左から山川さん、牧田さん、伊藤さん

砂金の部上位３名　左から萩原さん、西田さん、丹羽さん

じゃんけん大会のようす

男性の部上位３名　左から山本さん、今井さん、斉藤さん

年金
友の会

ス
ポ
ー
ツ
の

秋
み
ん
な
で
元
気
に
�

―
―
第
24
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

―
―

挨拶する川原会長

　

９
月
５
日
、
第
24
回
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
が
健
康
増
進
と
親
睦
の

交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。
当
日

は
小
雨
が
降
る
中
で
の
開
催
と
な

っ
た
が
、
会
場
と
な
っ
た
歴
舟
川

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
、
会
員
49

名
（
男
性
28
名
、
女
性
21
名
）
が

集
ま
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
川
原
会
長

か
ら
「
良
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う

最
後
ま
で
諦
め
ず
、
コ
ロ
ナ
を
吹

き
飛
ば
す
よ
う
元
気
よ
く
プ
レ
ー

し
、
楽
し
い
一
日
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
開
会
挨
拶
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
を
代
表
し
坂
井
組
合
長
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

参
加
し
た
会
員
達
は
、「
男
性

の
部
」、「
女
性
の
部
」、「
砂
金
の

部
」
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
懇

親
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
各
部
上
位
10
名

と
特
別
賞
、
残
念
賞
、
飛
賞
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
残
念
な
が
ら
該

当
者
が
い
な
か
っ
た
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
賞
に
つ
い
て
は
、
川
原
会
長

と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
行
い
、

勝
者
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

◦
男
性
の
部

　

優　

勝　

斉　

藤　
　
　

敏

�

ス
コ
ア
81

　

準
優
勝　

今　

井　

達　

夫

�

ス
コ
ア
82

　

３　

位　

山　

本　

昭　

雄

�

ス
コ
ア
86

◦
女
性
の
部

　

優　

勝　

牧　

田　

冶　

子

�

ス
コ
ア
90

　

準
優
勝　

山　

川　

和　

子

�

ス
コ
ア
91

　

３　

位　

伊　

藤　

愛　

子

�

ス
コ
ア
92

◦
砂
金
の
部

　

優　

勝　

西　

田　

貞　

夫

�

ス
コ
ア
61

  

準
優
勝　

丹　

羽　
　
　

晃

�

ス
コ
ア
62

  

３　

位　

萩　

原　

敏　

夫

�

ス
コ
ア
65
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Ｊ
Ａ
大
樹
町 

農
業
塾

海
外
農
業
視
察
研
修

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
カ
ン
ト
リ
ー

視
察
先
4

　

ベ
イ
・
オ
ブ
・
ブ
レ
ン
テ
ィ
ー

地
方
に
あ
る
キ
ウ
イ
農
園
内
の
観

光
施
設
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
カ
ン
ト
リ
ー
社

の
視
察
で
は
、
キ
ウ
イ
の
形
を
し

た
可
愛
い
乗
り
物
で
、
農
園
内
を

回
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

農
園
の
肥
培
管
理
、
収
穫
作
業
等

に
つ
い
て
は
、
ロ
ン
グ
リ
ッ
ジ
農

場
と
い
う
別
会
社
が
経
営
し
て
る

と
い
う
、
同
じ
敷
地
内
に
２
つ
の

会
社
が
入
る
観
光
農
園
で
し
た
。

　

農
園
内
を
回
り
な
が
ら
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、

元
々
は
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
グ
ー

ズ
ベ
リ
ー
」
と
言
う
名
前
で
販
売

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
ア
メ
リ
カ

畑
で
は
、
キ
ウ
イ
生
産
に
必
要

な
気
候
条
件
や
収
穫
に
必
要
な

人
の
数
、
輸
出
先
に
よ
っ
て
異

な
る
ニ
ー
ズ
な
ど
様
々
な
知
識

を
学
び
ま
し
た
。
農
園
に
は
昔

か
ら
あ
る
樹
齢
42
年
の
太
い
果

樹
も
あ
り
ま
し
た
。
話
に
よ
る

と
果
樹
の
更
新
を
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
で
、
導
入
当
時
の
果

樹
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

木
の
幹
を
見
る
と
、
所
々
に
皮

が
剥
が
さ
れ
た
部
分
が
あ
り
、

「
環
状
剥
皮
（
か
ん
じ
ょ
う
は

キウイの形のゴンドラ

場内を巡るようす

展示されていたトラクター

間
45
万
ｔ
で
、
こ
の
ベ

イ
・
オ
ブ
・
ブ
レ
ン
テ

ィ
ー
地
方
で
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
キ
ウ
イ
の

80
％
を
生
産
し
て
お
り
、

そ
の
最
大
の
輸
出
国
が

日
本
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
キ
ウ
イ
の

く
ひ
）」と
い
う
処
置
で
、
効
率
的

に
果
実
へ
栄
養
を
行
き
渡
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

へ
輸
出
す
る
際
の
高
い
関
税
を

回
避
す
る
た
め
に
「
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
」
に
名
を
変
え
た
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
輸
出
量
は
年
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大
学
生
対
象
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

農
園
を
囲
む
見
上
げ
る
ほ
ど
の

高
さ
の
防
風
林
も
、
摩
擦
に
弱

い
キ
ウ
イ
を
育
て
る
に
は
必
須

で
、
小
さ
な
果
実
を
守
る
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

キ
ウ
イ
の
収
穫
期
は
４
～
５

月
の
10
週
間
で
、
収
穫
作
業
は

全
て
手
摘
み
で
行
い
、
そ
の
労

働
力
は
海
外
か
ら
２
万
人
も
の

労
働
者
を
雇
い
、
収
穫
と
選
果

作
業
を
一
斉
に
行
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
収
穫
時
の
糖
度
は
６
・

５
程
度
で
、
硬
い
ま
ま
収
穫
す

月
間
保
存
で
き
る
が
、
そ
の
方
法

だ
と
１
年
を
通
し
た
出
荷
が
で
き

な
い
為
、
日
本
に
は
沖
縄
や
九
州

な
ど
に
契
約
農
家
が
お
り
、
空
白

立
て
方
に
移
行
し
な
い
の
か
尋

ね
た
と
こ
ろ
更
新
を
行
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
と
の
回
答
で

し
た
。

　

全
体
の
感
想
と
し
て
は
農
場

と
観
光
の
運
営
が
別
経
営
で
、

そ
れ
で
い
て
利
益
を
上
げ
ら
れ

る
ほ
ど
の
人
が
訪
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
、
収
穫
期
の
労
働
力

の
確
保
の
形
は
日
本
と
違
え
ど
、

似
た
よ
う
な
も
の
な
の
だ
な
と

感
じ
、
同
じ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
も
先
に
視
察
し
た
ア
ボ
カ

　

８
月
27
日
～
28
日
、
大
学
生
を

対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
開
催
し
、
11
名
の
学
生
が
全
国

各
地
か
ら
参
加
し
た
。

　

１
日
目
の
午
前
中
は
大
樹
小
学

校
で
行
っ
た
青
年
部
食
育
事
業
に

全
員
で
参
加
し
た
。
午
後
か
ら
は

牧
場
見
学
・
乳
牛
市
場
・
生
産
資

材
店
舗
・
人
工
授
精
の
４
つ
に
分

か
れ
職
業
体
験
を
行
な
っ
た
。

　

業
務
終
了
後
は
、
晩
成
温
泉
に

移
動
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
み

な
が
ら
懇
親
を
深
め
た
。

　

２
日
目
の
午
前
中
は
人
工
授
精
・

作
況
調
査
・
貯
蓄
共
済
課
業
務
の

３
つ
に
分
か
れ
職
業
体
験
を
行
い
、

午
後
か
ら
は
生
乳
施
設
の
業
務
と

『
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
大
樹
工
場
』

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

初
め
は
緊
張
で
堅
く
な
っ
て
い

た
学
生
も
、
短
い
時
間
の
中
で
仲

間
と
協
力
し
合
い
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
う
ち
に
、
仲
間
意
識

が
生
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
天
候

も
崩
れ
る
こ
と
な
く
無
事
に
農
協

の
業
務
を
体
験
す
る
こ
と
が
出
来

た
。

　

大
学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
令
和
３
年
２
月
末

に
も
一
日
開
催
予
定
。

　
　
　

担
当

：

企
画
管
理
課

�

角
田　

真
理
奈

キウイ樹の下で

囲いにより保護された育成樹

Ａフレーム仕立て

生乳検査室にて

生産資材店舗にて

期
間
を
埋
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

新
し
い
品
種
で
あ
る
ゴ
ー

ル
ド
キ
ウ
イ
の
畑
で
は
、
慣

行
法
よ
り
も
省
力
化
さ
れ
た

Ａ
フ
レ
ー
ム
仕
立
て
と
い
う

方
法
で
管
理
さ
れ
て
い
る
様

子
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

方
法
で
は
、
翌
年
用
の
つ
る

を
三
角
屋
根
の
よ
う
に
持
ち

上
げ
、
日
当
た
り
と
風
通
し

を
よ
く
し
て
い
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
キ
ウ
イ
も
、
こ
の
仕

ド
農
園
と
は
対
照
的
だ
な
と
も
感

じ
ま
し
た
。

�

担
当

：

半
谷　

勇
人

�

森
下　

周
平

る
為
、
鳥
に
よ
る
被
害
は
無
く
対

策
も
特
に
必
要
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
氷
点
ギ
リ
ギ
リ
の

温
度
で
管
理
す
る
こ
と
で
、
９
ヶ
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信

酪農場 ・畜産農場における防疫対策
～牛サルモネラ症を中心とした伝染病対策（４回目：農場への侵入防止③）～

　今回は農場への病原菌侵入防止対策３回目です。

　前回までは、農場内を出入りする時のルール（農場を守る４箇条）のうち、①～③を

紹介しました。今回は④野生動物の侵入防止について紹介します。

　生産者自身は、牛舎の衛生管理や飼養管理をきちんと行っているにもかかわらず、サルモネラ採材

検査において、環境検査で陽性が出る場合があります。その一つに野生動物の侵入も考えられます。

　カラス・ハト・スズメなどの野鳥やネズミ・キツネといったよく見かける野生動物は、乳牛の生活

環境に病原菌を持ち込みます。畜舎への侵入や接近を積極的に防ぎましょう。

次回は「農場内での拡散防止」について説明する予定です。

防鳥ネット（侵入させない）

畜舎内外の環境整備（接近させない･誘引しない）

・吊り下げ式で、カーテンのように
牛舎の端から端まで開閉可能

・ネットの両端をアルミのポールで
支持。柱の釘にカラビナをかけて
隙間が出来ないように閉じる

・ネットのすその鎖が重りとなり、
めくれ上がらない

・パイプの枠と防鳥ネットを結束バ
ンドで組み合わせ、既存のゲート
に固定した事例（写真左）

・新築牛舎のスライド扉全面を防鳥
ネット張りにした事例（写真右）

・畜舎周辺の草刈り、不要物撤去
　野生動物が身を隠す場所をなくす

・畜舎内の清掃と胎盤処理
　野生動物が好むものを放置しない
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンとカルビー株式会社は８月５日、馬鈴

しょをはじめとする北海道産農産物の振興に向け

た包括連携協定の調印式を札幌で開きました。式

では、ホクレンの篠原末治会長（写真右）、カル

ビーの伊藤秀二社長がそれぞれ、双方の強みを生

　ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹

介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ

Ｂサイトをご覧ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を

守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ

とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して

おります。

　年３回発行しており、様々な医療・健康情報を

かした事業展開に向け

た意欲を語り、その第

一弾として、ホクレン

の「よくねたいも」を

原料に開発したポテト

チップスの新商品の発

売を発表しました。

　ＪＡと北海道信連との間で相互に職員を出向派

遣させる、人事交流を平成22年度から実施してい

ます。先ごろ、第５回の人事交流（２年間）が終

了しました。今回は、ＪＡ北ひびき１名、ＪＡ鹿

追町１名の職員が北海道信連へ、北海道信連から

各ＪＡに１名ずつの職員が出向する形で人事交流

を行いました。これら

の人事交流を通じて、

ＪＡバンク北海道の体

制・機能強化と人材育

成を図ることとしてい

ます。

　近年の、道路運送車両法の運用見直しに伴い、農

耕用トラクターに作業機を装着した場合でも、条件

を満たせば公道を走行できるように緩和されました。

　ただし、走行時には作業機の後方面に規制緩和対

象であることの『制限標識』を表示することが必要

となります。そこで、ＪＡ共済連では、『運行速度

時速１５キロ以下』などと記載された『制限標識』

を配布する事と致しました。

これにより、接触事故・死亡

事故の防止やトラクターの安

全な走行に寄与出来ることを

期待しております。

発信しております。

　ホームページに

もバックナンバー

を掲載しておりま

すので、是非ご一

読ください。

　本年９月６日で北海道胆振東部地震の発生から丸２年が経ちました。

　ＪＡグループ北海道では、２年前の大災害を風化させないよう、毎年９月

６日をＪＡグループ北海道「防災の日」と定め、改めてＪＡ・組合員の防災

意識の向上や今後の災害への備え、施設補強、自家発電機の一斉点検等の推

進を致します。また、９月１日から９月６日を「防災期間」として位置付け、

全道の組合員に呼びかけ、自家発電機やハウス等の一斉点検に取り組んで

いただきました。

　新型コロナウイルスの影響を受け、感染防止対策に取り組むだけでなく、

地震や台風などの自然災害に対する危機意識や防災意識を高めることも、

安全安心に暮らす上で、また日々の営農においても必要不可欠です。

　ＪＡグループ北海道では、今後も予測不能な災害に備えるため、防災対

策を推進していきます。

JA北海道信連 JA共済連北海道
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
８
回 

９
／
28

★
報
告
事
項

１　

令
和
２
年
度
北
海
道
肉
用
牛

経
営
安
定
対
策
補
完
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

２　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

３　

農
産
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

４　

令
和
２
年
産
豆
類
の
取
扱
い

に
つ
い
て

５  

Ｃ
Ｃ
Ｓ
定
期
確
認
に
つ
い
て

６  

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

７　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

８　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

９　

み
の
り
監
査
法
人
に
よ
る
期

中
監
査
Ⅰ
の
概
要
報
告
に
つ

い
て

10  

令
和
２
年
度
決
算
の
見
通
し

に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

職
員
就
業
規
則
及
び
準

職
員
就
業
規
則
の
改
正
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

役
員
選
挙
制
度
審
議
会
諮

問
事
項
に
つ
い
て

�

協
議
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8,934

9,504

9,181

8,909

9,294

9,042

9,827

9,480

9,702

9,242

9,709

10,104
10,015

9,732

9,532
9,699

9,288

9,867

令和２年度９月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年）

生産乳量（2019年）

704,367704,367

772,800772,800
847,220847,220

873,752873,752

710,556710,556

796,900796,900

536,957536,957

711,206711,206

674,513674,513

679,276679,276

537,350537,350

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2019年度

2020年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/8 4/22 5/12 5/27 6/11 7/7 8/27 9/8 9/24 10/7 10/21 11/5 11/26 12/17 1/21 2/3 2/17

(824,040)(824,040) (857,520)(857,520) (648,478)(648,478) (758,160)(758,160) (662,548)(662,548) (631,092)(631,092) (692,570)(692,570) (798,820)(798,820) (785,400)(785,400)
(963,540)(963,540) (877,410)(877,410) (807,840)(807,840) (720,428)(720,428) (699,233)(699,233) (476,880)(476,880) (551,035)(551,035) (723,507)(723,507) (725,340)(725,340) (821,168)(821,168)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2020年度去勢

2020年度雌

2019年度去勢

2019年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/91/1212/811/1010/149/158/197/146/175/184/153/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

649,048649,048

670,993670,993 663,030663,030

624,610624,610
643,993643,993

689,534689,534 697,428697,428

587,243587,243
598,969598,969

528,142528,142535,028535,028
555,780555,780

576,640576,640

522,206522,206
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｆ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

11
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

10
月
号
の
応
募
者
は
８
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

10月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ヒ メ リ ン ゴ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
大
光
）
髙

　
田

　
き
ら
と
さ
ん

（
豊
里
）
佐
　
藤
　
　
　
勉
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂
　
本
　
眞
知
子
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙
　
橋
　
琴
　
葉
さ
ん

（
下
大
樹

）
三
　
木
　
彩
　
花
さ
ん

（
下
大
樹

）
佐
々
木
　
弘
　
子
さ
ん

（
萠
和
）
米
　
谷
　
裕
美
子
さ
ん

（
開
進
）
島
　
田
　
範
　
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
さ
ら
さ
ら
と
落
ち
続
け
る
時
計
も
あ
り
ま

す
③
新
婚
家
庭
に
は
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
そ
う
。

太
り
し
ち
ゃ
う
人
も
い
る
か
な

⑥
朱
肉
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
入
れ
る

こ
と
も

⑧
「
Ｒ
の
付
か
な
い
月
（
５
〜
８
月
）
に
食

べ
る
な
」
と
言
わ
れ
る
貝

⑨
京
都
の
町
家
は

が
狭
い
う
な
ぎ
の
寝

床
⑪
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
な
ら
す
道
具
で
す

⑫
文
系
と
よ
く
対
比
さ
れ
ま
す

⑬
こ
の
商
品
は

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
い

い
ね

⑮
鍛
え
て
日
本
刀
な
ど
を
作
り
ま
す

⑰
髪
を
刈
り
込
む
と
き
に
使
い
ま
す

⑲
旅
行
の
こ
と
。

シ
ュ
ー
ズ

⑳
こ
た
つ
で
丸
く
な
り
た
い
ニ
ャ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
サ
ツ
マ
イ
モ
で
作
る
洋
風
の
焼
き
菓
子

②
東
が
ト
ン
、
北
が
ペ
イ
な
ら
南
は

③
布
団
や
枕
な
ど
の
こ
と

④
「
万
葉
集
」
に
は
た
く
さ
ん
収
め
ら
れ
て

い
ま
す

⑤
漢
字
で
書
く
と
「
背
黄
青
鸚
哥
」。
ペ
ッ

ト
と
し
て
よ
く
飼
わ
れ
て
い
る
小
鳥
で
す

⑦
板
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
練
り
製
品

⑩
箒
（
ほ
う
き
）
と
一
緒
に
働
き
ま
す

⑭
お
う
し
座
の
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
の
和
名
。

「
枕
草
子
」
に
も
出
て
き
ま
す

⑯
い
か
つ
い

構
え
を
し
た
刑
事

⑱
天
下
の
回
り
物
で
す
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

下大樹

　みき　ひなかちゃん (４歳)

上大樹

　高橋　琴葉ちゃん (７歳)

開　進

　島田　範子さん

大　光

　たかだ　きらとくん (７歳)


